
日時 令和５年１１月２９日（水）１０：００～

場所 白石市防災センター２階　大会議室

１ 佐川急便株式会社との包括連携協定締結式について

２ 市制施行７０周年記念ロゴマークのインターネット投票について

３ １２月定例会への提出議案について

【記者会見の動画配信について】

記者会見の模様を記者会見終了後に動画配信させていただきます。
記者の皆さまもご理解願います。

定　例　記　者　会　見　資　料

白　石　市



 

白石市と佐川急便株式会社との包括連携協定締結式について 

 

  

                  日 時：令和５年１１月２９日（水曜日）午前１０時～ 

                      会 場：白石市防災センター会議室 

 

〇協定締結の経緯 

白石市と佐川急便株式会社は、密接な相互の連携及び協働に基づき、本市の一層の

活性化並びに市民サービスの向上を図ることを目的に、包括連携協定を締結し、地域

課題の解決を図ろうとするものです。 

 

〇協定締結式 

・締結者  白石市・・・山田裕一白石市長 

佐川急便株式会社・・・小平英昭南東北支店長 

・協定項目【全６項目】 

（１）災害対策（地域防災への協力）に関すること 

（２）地域の安全・安心に関すること 

（３）観光支援に関すること 

（４）地域産品の流通・販売支援に関すること 

（５）環境保全に関すること 

（６）その他、地域活性化に関すること 

 

〇参   考 

 白石市と地域活性化に関する包括連携協定を締結済の事業所等 

（佐川急便株式会社で１３例目となります） 

 仙南信用金庫、あいおい同和ニッセイ損害保険株式会社、みやぎ生活協同組合、 

 株式会社セブン－イレブン・ジャパン、仙台大学、日本郵便株式会社、 

 七十七銀行、白石高等学校・中小企業家同友会・東北財務局、 

 大塚製薬株式会社、ヤマト運輸株式会社、損害保険ジャパン株式会社、 

 ブックオフコーポレーション株式会社 
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白石市と佐川急便株式会社との包括連携協定締結式 

 
  
                               日 時：令和５年１１月２９日（水曜日） 

                       １０時～ 

                               会 場：防災センター２階 会議室 
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白石市制施行 70 周年記念ロゴマーク 

インターネット投票を実施します（11/29～12/13） 

 

                  日 時：令和５年１１月２９日（水曜日）午前１０時～ 

                      会 場：白石市防災センター会議室 

 

〇白石市制施行 70 周年記念ロゴマークの募集結果について 

白石市は令和６年４月１日に白石市制施行 70 周年を迎えることから、その機運を

高め、市民の皆さんとともに祝うためのシンボルとなる記念ロゴマークを募集し、83

件の応募があり、選考委員会による選考を経て、応募作品の中から３点を選考しまし

た。 

 

 応募資格：市内在住または在学の中学生・高校生 

 募集期間：令和５年９月１日（金曜日）から３０日（土曜日）まで 

 応募総数：83 件（中学校：１年生 ８件、２年生 16 件、３年生 13 件） 

 応募総数：83 件（高 校：１年生 19 件、２年生 11 件、３年生 ５件） 

応募総数：83 件（その他：11 件）※学年等不明によるもの 

 

〇白石市制施行 70 周年記念ロゴマークインターネット投票について 

 投票期間：令和５年 11 月 29 日（水曜日）から 12 月 13 日（水曜日） 

 投票方法：インターネットの専用フォームによる電子投票で実施します 

      ▽ロゴフォーム URL 及びＱＲコード 

       https://logoform.jp/form/QFcb/406325 

 投票資格：１人１回 

 結果発表：令和５年 12 月下旬 

      採用作品は、白石市制施行 70 周年記念ロゴマークとして各種制作物へ

使用する等広く活用します 

 表  彰：最優秀賞１点 賞状、副賞 Amazon ギフトカード２万円分、 

白石市産ササニシキ 30kg 

優 秀 賞２点 賞状、副賞 Amazon ギフトカード１万円分、 

白石市産ササニシキ 30kg 

 

○お問い合わせ先 

 〒989-0292 白石市大手町１番１号 白石市総務部企画政策課 

 電話：0224-22-1324 
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日程については現時点での予定となります。





担当：総務部財政課

（単位：千円）

補正前の額 補　正　額 総　　　額

21,031,288 111,624 21,142,912

介 護 保 険 4,284,975 22,316 4,307,291

計 8,595,971 22,316 8,618,287

29,627,259 133,940 29,761,199

※特別会計の「計」及び合計欄は今回補正のない特別会計を含む

１２月補正の主な事業及び金額

一般会計 （単位：千円）

金　　　額

155

21,000

6,290,592

合　　　　　　計

令和５年度１２月補正予算概要

会　　計　　名

一 般 会 計

特

別

会

計

　令和５年度１２月一般会計補正予算額は １億１，１６２万４千円で、累計では２１１
億４，２９１万２千円となります。
　今回の補正予算は、住民主体の地域内交通事業や緊急自然災害防止対策事業などの補
正予算を計上するほか、PFIによる道の駅・防災公園整備運営事業について債務負担行為
を計上しております。
　事業別の詳細は、別紙１から３のとおりです。

緊急自然災害防止対策事業

PFIによる道の駅・防災公園整備運営事業　【債務負担行為】

事　　　　　　　　　　業　　　　　　　　名

住民主体の地域内交通事業（人と地域が輝く未来共創交付金）



［別紙１］ 

令和５年１２月議会 記者会見資料 

令和５年度１２月補正予算関係 

 

住民主体の地域内交通事業 

（人と地域が輝く未来共創交付金） 

 

担当：市民経済部まちづくり推進課 

 

本市では、第６次総合計画並びに地域公共交通計画において、既存の公共交通では

対応できない山間地域などにおける住民主体の新たな移動・外出サービスの整備に取

り組むこととしております。 

本年度は、小原地区をモデル地区として、地域運営組織が主体となり、新たな地

域内交通支援の仕組みづくりの話し合いの場を設け、小原地区の実情に合った地域

内交通の運行計画の策定などを進めてきました。 

小原地区では、小原地域ボランティア送迎「おらいのくるま」の運行に向けて、

来年１月から実証実験に取り組み、令和６年４月からの本運行を目指しています。 

市は、「人と地域が輝く未来共創交付金」に「住民主体の地域内交通事業」の枠

組みを新設し、地域内交通の課題解決に向けて住民が主体的に実施する活動を支援

します。 

 

〇事業概要 

「人と地域が輝く未来共創交付金」に「住民主体の地域内交通事業」の枠組みを新

設し、住民主体の地域内交通の計画策定及び運行に係る活動を支援します。 

①交付限度額：５０万円 

②交付対象経費 

・事業に直接要する経費 

講師等の謝金・旅費、会場等設営費、広告宣伝費、資料作成印刷費 

【地域内交通事業を実施する場合は、以下の経費を追加で対象とする】 

車両リース・レンタル費、車検時の法定費用、任意の自動車保険費、 

安全運転者講習費 

・事業に直接要する事務費 

消耗品費、通信運搬費、会議費（食糧費を除く） 

 

［歳出］ ２款 総務費  １項 総務管理費  ７目 企画費 

          ２３事業 まちづくり推進事業 

     １８節 負担金補助金及び交付金 

 人と地域が輝く未来共創交付金      １５５千円 



［別紙２］ 

令和５年１２月議会 記者会見資料 

令和５年度１２月補正予算関係 

 

緊急自然災害防止対策事業 

 

担当：建設部建設課 

 

緊急自然災害防止対策事業債を活用し、災害の拡大を防止することを目的として、

福岡地内の市道陣場ヶ丘４号線及び市道鎌先街道線の法面対策を実施するものです。 

当該路線は主要地方道等と連結しており、それぞれの地域においては主要道路とし

て利用されているほか、福岡公民館などの公共施設の避難路や福岡小・中学校の通学

路となっており、災害が発生した場合には、住民生活にも多大な影響を及ぼします。 
今回実施しようとする２路線は、これまでの大雨等の影響により道路法面の崩落等

が確認されており、今後の大雨等により法面の被害が拡大する可能性があることか

ら、道路法面の災害防止対策を行い、道路利用者の安心・安全を確保するため実施す

るものです。 

 

 

○事業概要 

１ 市道陣場ヶ丘４号線 （福岡長袋地内） 法面対策測量設計業務 

２ 市道鎌先街道線   （福岡蔵本地内） 法面対策測量設計業務 

 

［歳入］ 地方債 

           緊急自然災害防止対策事業債      ２１，０００千円 

 

［歳出］ ８款 土木費  ２項 道路橋梁費  ３目 道路新設改良費 

          ４事業 緊急自然災害防止対策事業 

    １２節 委託料 

測量設計等委託料        ２１，０００千円 

     



［別紙３］ 

令和５年１２月議会 記者会見資料 

令和５年度１２月補正予算関係 

 

PFI による道の駅・防災公園整備運営事業 

 

担当：建設部都市創造課 

 

道の駅及び防災公園（スポーツ・レクリエーション施設）については、令和３年に

「道の駅整備に係る官民連携基盤整備推進調査事業」により PFI 手法の導入にあたっ

て検討を行い、昨年８月に「しろいしの魅力発信・地域と文化の交流による新たな価

値を創造する地域防災拠点」をコンセプトとした「（仮称）道の駅しろいし基本計画」

を策定いたしました。 

道の駅及び防災公園（スポーツ・レクリエーション施設）の事業手法は、民間事業

者の創意工夫を最大限取り入れる「ＰＦＩ方式」で行う予定とし、事業者募集に向け

た準備を進めて参りました。 

本年９月に実施方針及び要求水準書（案）を策定・公表し、１０月には事業者向け

説明会の開催及び質問・意見の受付け、１１月に質問・意見への回答を行ったところ

です。 

今般、１２月末に予定している特定事業の選定、募集要項の公表に際し、道の駅及

び防災公園（スポーツ・レクリエーション施設）の施設整備から維持管理・運営まで

の１９年間を一括して発注するため、本補正予算に債務負担行為を計上しておりま

す。 

 

○事業概要 

１ 実施場所  白石市大平中目地内 

２ 事業内容  （仮称）道の駅しろいし及び防災公園（スポーツ・レクリエーショ

ン施設）の設計、建設、維持管理、運営 

３ スケジュール（予定） 

  事業者公募       令和５年１２月 

  事業者選定       令和６年７月 

  事業契約締結      令和６年９月 

  施設整備（設計・建設） 令和６年９月～令和９年３月 

  開業          令和９年７月 

  維持管理・運営     開業日～令和２４年６月（１５年間） 

 

 

［債務負担行為］ 限度額  ６，２９０，５９２千円 

         期 間  令和５年度から令和２４年度まで 


